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第１３号 

R８. ２．１ 

校長 林 敏幸 

１年生は「昔の遊び」をしました。あやとり

やけん玉、折り紙、メンコなどのブースに分

かれ、「こうやるんだよ」と実際にして見せ

たり、タブレットを見せながら教えたりしてい

ました。新林小のお友達も、１年生に教え

てもらいながら、昔の遊びに挑戦していまし

た。 

１月２３日（金）に、姉妹校である台湾の新林小学校のみなさんが本校を訪れ、交流会を行いました。来校し

たのは、５年生・６年生児童１９名と教員、保護者を合わせた３１名です。全体での歓迎交流会では、新林小の

皆さんがダンスを披露してくれました。以前、本校の５・６年生がオンライン交流をした際、最初はお互いに緊張 

した様子でした。しかしこの日は、各学年での交流を通して次第に仲良くなって

いきました。子ども達も積極的に話しかけ、思いをなんとか伝えようとしていまし

た。使用する言語は異なるものの、相手を思う気持ちや伝えようとする気持ち

は伝わるものだと感じました。新林小の皆さんも大変喜んでおり、新林小の校

長先生は、「西川小学校はすばらしい」と話していました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生は、ハロータイムで英語を使って

「フルーツバスケット」をしました。子ども達は

「次は何がくるかな」とドキドキしながら真ん

中の人を見つめていました。「フルーツバス

ケット」と声がかかると、みんな一斉に立ち

上がり、空いている椅子をめがけてまっしぐ

ら。教室はとても盛り上がっていました。 

 ３年生は外国語活動の授業で学んだこと

をいかして、「自己紹介」をしました。ドキドキ

しながら話しかけ、自分のことを英語で伝

え、手作りの名刺を渡しました。新林小のお

友達が分かってくれたり、英語で返してくれ

たりすると、「伝わった！」と子ども達は満面

の笑みを浮かべていました。 

 ４年生は外国語活動の授業で行った

「my favorite place」をいかし、学校を案

内しました。新林小のお友達は、教室や

廊下の掲示物にも関心を示しており、子ど

も達は英語を駆使しながら一生懸命に自

分が好きな場所の説明をしていました。 

 ５年生は外で「雪上アルファベットかるた」と「雪上ペットボトルフラッグ」をしました。台湾にはない「かるた」という日

本文化を、子ども達は身振り手振りを交えながら英語で伝えました。「もっと雪遊びしたい！」という声が多く、雪にダ

イ 

 ６年生は、体育館でドッジボールやハンドベースボールをして楽しみました。新林小のお友達が楽しめるようなル

ールを考え、英語を使いながら遊び方を説明していました。ハンドベースボールでは、予想と違うところにボールが 

飛んでいき、子ども達の珍プレーや好プレーに、笑顔が

あふれていました。 

イブしたり雪合戦をしたりして、思う存分雪を

楽しみました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２０日（火）に、２年生が生活科の学習で、だんご木集

会を行いました。老人クラブの方々がたくさん来校し、だんご

作りやだんごさしを手伝ってくださいました。 

はじめに、だんご作りに挑戦しました。米粉に水を混ぜてこ

ね、赤・黄・緑の食用色粉を混ぜていきます。もちもちになっ

た米粉を手に取り、小さく丸めてだんごを作りました。丸めただ

んごを茹で、冷めるのを待った後は、いよいよミズキの木にだ

んごを付けていきます。枝の先に色とりどりのだんごがつくと、

まるで枯れ木に花が咲いたようになりました。そこに様々な飾

りが加わると、一段と華やかになりました。完成しただんご木

を眺め、子ども達は大満足の様子でした。 

 寒い中お越しいただき、協力くださいました老人クラブの皆

様ありがとうございました。 

 １月１４日（水）に、やまぢから研究会の皆様のご協力のもと、４年

生が木工教室を行いました。 

 前半は「名人」の教えのもと、キャスター付きの物入れと棚を作りま

した。子ども達は、あらかじめ準備していただいた木材を組み合わせ

たり、電動工具を使ってネジを締めたりするなど、貴重な体験をさせ

ていただきました。また、匠の技を実際に見せていただき、子ども達

は興味津々でした。後半はペン立て作りに挑戦。きれいに切ってい

ただいた板に接着剤をつけ、一枚ずつ張り合わせていきました。隙

間がないように、子ども達は慎重に作業を進めていました。 お忙し

い中、丁寧にご指導いただきありがとうございました。 



 

  

 １月２８日（水）に、コミュニティルームの活動として、間沢にお

住いの、将棋が得意な佐藤昇一さんが来てくださいました。 

 中間休みになると、さっそく５年生男子がコミュニティルームに

やってきて、将棋を始めました。佐藤さんから、駒の動かし方や

次の手を考えるときに大切なことを教えていただきました。５年生

が将棋をしていると、将棋に関心のある子ども達が次々に訪れ、

コミュニティルームはたくさんの人であふれました。「僕たちもやっ

てみよう」と、将棋に挑戦する子もいました。 

 学校でもさっそく将棋セットを購入し、各学級に配付しました。 

体ストレッチワンポイントアドバイス 

 
 

 皆さんの未来の健康は、「今」の積み重ねで大きく変わります。自分の体は自分でととのえ、様々な

ことにチャレンジできる健康でたくましい体をつくっていきましょう！ 
 

★太ももの内側と腰のストレッチ！ ～ ゆっくり 15秒数えましょう 2～3セット ～ 

呼吸を止めずに行いましょう。 

●息を吐くと体が少し下がります。 

（胸がしぼむ様なイメージ） 

●息を吸うと体が少し持ち上がります。 

（胸がふくらむ様なイメージ） 

●注意点 

体に痛みを感じたときは、運動を中止しましょう。 

動きに制限がある方は、できる範囲で運動しましょう。 

 

山形済生病院  

健康増進センターめぐみ 

健康運動指導士 伊藤 貢 

 

 地域には、編み物が得意な人、折り紙が得意な人、昔遊びが得意な人など、名人がたくさんいらっしゃると思い

ます。学校のコミュニティルームを活動の場として使ってみませんか。コミュニティルームを使ってみたい方は、

学校までご連絡ください。（TEL ８５-００８８  平日８：２0～１６：５０まで） 


